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2015 年度 礼文島国際フィールドスクールについて 

 

北海道大学では、8 月 1 日（土）から 8 月 31 日（月）までアルバータ大学（カナダ）と共

同で、礼文島北部の貝塚遺跡を舞台として国際フィールドスクールを行います。今年は、

カナダ、アメリカ、イギリスからの研究者や学生に加えて、ロシアからの研究者や大学院

生も参加し、全期間を通じての総参加者は 100 名を超える予定です。調査には、北海道外

からの高校生や市民、地元住民も参加し、数千年間にわたり累積されていた島の歴史の解

明に取り組みます。 

 

 

１．趣旨 

このたび、礼文町教育委員会など関係諸機関のご協力のもと、北海道礼文郡礼文町浜中 2 

遺跡の発掘調査を下記のとおり実施することとなりました。本調査は、北海道大学（代表

者：加藤博文教授）とアルバータ大学（カナダ、代表者：アンジェイ・ウェバー教授）が

連携して 2011 年より開始され、イギリス、アメリカ、台湾、ドイツ、日本の大学が参画す

る国際共同研究の場となっています。北方圏に展開する狩猟採集民社会が長期的な気候変

動にいかに適応し、地域的多様性を持った独自の文化を形成してきたのかを、人文社会系

と自然科学系の研究者たちが協力して研究しています。 

 国際共同研究と同時に行われる国際フィールドスクールには、日本を含めて 5 か国の研

究者 19 名や大学院生 24 名、大学生 29 名、高校生 10 名、北海道アイヌ協会の若手人材育

成プログラム３名、さらに地域の住民も参加し、堆積層中からの花粉データや、動物骨か

らの古代 DNA のサンプリング方法、遺跡形成過程の調査方法を学びます。また国内外から

参加する研究者による野外レクチャーがおこなわれます。 

 遺跡や遺跡から出土する文化遺産を地域の文化資源として地域社会の中で再評価、活用

するプログラムづくりとして、地域住民向けの体験発掘や、礼文町教育委員会と連携して

博物館展示をなどの企画も行います。 

 

２．開催期間 

2015 年 8 月 1 日（土）～8 月 31 日（月） 

※上記期間中、土・日は遺跡での発掘調査を休止いたします。なお現場は 28 日前後に撤収

します。 
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３．遺跡の所在地 

北海道礼文郡礼文町大字船泊村ホロナイホ 499-2、499-4、499-5 

 

 

４．主催および研究助成基盤 

調査主体：北海道大学アイヌ・先住民研究センター（調査主体） 

共催：アルバータ大学人類学部 

調査協力：礼文町教育委員会、礼文町 

 

調査担当：加藤博文（北海道大学教授）、Andrzej WEBER（アルバータ大学教授） 

 

本調査は以下の研究助成を受けています： 

１）平成 27 年度日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究 A） 

 「アイヌ民族文化の形成過程の解明に向けた総合的研究」（研究代表者：加藤博文） 

２）平成 27 年度日本学術振興会研究拠点形成事業（先端拠点形成型） 

 「北方圏における人類生態史総合研究拠点」（プロジェクトコーディネーター：加藤博文） 

３）カナダ社会科学・人文科学研究評議会重点共同研究助成 

「バイカル・北海道考古学プロジェクト」（プロジェクトリーダー：A.WEBER） 
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５．参加機関 

【日本】 

研究者：13 名（北海道大学、東京大学、慶應義塾大学、京都大学、琉球大学、北方民族博

物館） 

大学院生：11 名（北海道大学、東京大学、慶應義塾大学） 

大学生：18 名（北海道大学、東京大学、慶應義塾大学） 

高校生：12 名（岐阜県立関高校） 

ボランティア：4 名 

 

【海外】 

研究者：5 名（アルバータ大学、イルクーツク大学、デンマーク博物館） 

大学院生：13 名（アルバータ大学、オックスフォード大学、ロンドン大学、アバディーン

大学、フローニンゲン大学、ハーバード大学、イルクーツク大学、極東連邦大

学） 

大学生：11 名（アルバータ大学、イェール大学、ブリテッシュコロンビア大学、コーネ 

     ル大学、オレゴン州立大学、マッギル大学、マウントローヤル大学） 

 

６．スケジュール 

7 月 25 日（土） 参加学生向け事前講義（北海道大学：札幌） 

8 月 1 日（土）  浜中２遺跡発掘調査現場準備開始 

8 月 3 日（月）  浜中２遺跡発掘調査開始  

                 浜中２遺跡発掘調査成果報告展開始（ピスカ２１） 

8 月 9 日（月）  北海道大学新渡戸カレッジ実習Ａ（～15 日まで）、 

8 月 16 日（月）  北海道大学新渡戸カレッジ実習Ｂ（～22 日まで） 

         日露共同大学院野外実習 RJE3 プログラム（～22 日まで） 

                 東京大学理学部実習（～22 日まで） 

                 岐阜県立関高校実習（～20 日まで） 

8 月 22 日（土） 市民向け遺跡調査説明会および体験発掘の実施 

8 月 26 日（金） 浜中２遺跡発掘調査終了 

8 月 28 日（日） フィールドスクール終了 

 

７．問い合わせ先 

・プロジェクト事務局 

前田明子（アイヌ先住民研究センター） 

☎ 011-706-2859 
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✉ komae815@let.hokudai.ac.jp 
 
８．プロジェクト HP 
・北方圏における人類生態史総合研究拠点 HP (http://nt.cais.hokudai.ac.jp/jp/) 

・バイカル・北海道考古学プロジェクト HP (http://bhap.artsrn.ualberta.ca/) 


